
◆期首会員数　     　36名         ◆入会者　        1名      ◆退会者　  1名　     ◆現在　　36名 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長崎西ロータリークラブ　2024年4月9日　 第1798例会　No33

四つのテスト　現行はこれに照らしてから　1.真実かどうか　2.みんなに公平か　3.好意と友情を深めるか　4.みんなのためになるかどうか

◆4/9例会出席     　21名　      ◆免除者出席 　7名　        ◆欠   席    15名           ◆出席率 　63.64%　
　

◆司会　　森　修司SAA委員　　◆四つのテスト 古里安幸さん　　◆ご来訪ロータリアン　

◆会長挨拶　　　 山田孝二会長　

◆幹事報告　　　尾本久男幹事　    

 皆様こんにちは。先週の観桜例会に参加いただきました　

皆様ありがとうございました。島田会員、許斐会員、吉田会

員、柳会員の奥様方は楽しんでいただいたでしょうか？柳親

睦委員長には、趣向を凝らしたゲームをやっていただきあり

がとうございました。次回はより多くの奥様方に参加いただけ

ればと思います。４月になり今 期もあと３か月となりました。　

あと例会が何回あるのかなぁと数えましたら、本日を入れて

あと１０回でした。ですので、スポーツネタで言い残すことが

ないように、数えながら挨 拶をしたいと思います。Vファーレ

ン 長 崎 、 長 崎 ベルカについても 触 れたいのですが、もう

ちょっと後半に取っておいて、今日はまた野球でいきたいと

思 います。 今 年 からメジャーリーグに 行 った 二 人 のピッ

チャー、山本由伸と今永昇太についてお話します。まずは

現在日本のピッチャーではナンバーワンと思われる山本由

伸です。超大型契約で大谷選手と同じドジャースに在籍して

います。韓国での開幕カードでは１回５失点で早々と降板し

てしまいました。しかし本土での２度目の登板では５回無失

点、３度目も５回無失点と流石の内容です。２度目の時は結

果だけ見れば良かったのですが、ストレートで空振りを取れ

てなかったので少し心配してました。しかし３度目の登板カ

ブス戦では、高めのストレートで相手打者から結構空振りを

取っていました。その一 方でスプリットを見 送られてました。

山本由伸選手は修正能力が高い選手なので、ここらあたりも

修正していくと思います。１５勝と２点台前半の防御率を期待

します。次に今永選手です。２度の登板では無失点、無四

球と安定した投球を見せています。一番の注目点はストレー

トです。全くと言って良いほど、打者はタイミングが合ってい

ません。大谷選手との対戦でも真ん中ストレートで三振と振り

遅 れのファールフライでした。 去 ２ 戦 はストレートでぐいぐい

押してました。本来の持ち味のチェンジアップやスライダー  

 

◆結婚・誕生・入会祝い　4/1～4/13

◆米山奨学金支給並びに近況報告
　　朱　蓮姫（ジュ・ヨンヒ）さん(韓国)  

米山奨学生ｶｳﾝｾﾗｰに委嘱状

　  創立40周年実行委員会報告　
　　　北口功幸４０周年事務局長

■記念事業並びに余興の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　記念事業と余興について下記の通り決定した　　　　　　　 

＜記念事業／寄贈先＞３団体　海星学園IAC、マリア園、　　

長崎ペンギンの会　→　予算100万円予定　　　　　　　　　　　　

これを３団体に振り分ける     

＜余興＞３団体ハミングバーズ、かわち家、長崎検番 

■予算検討の件　　平山実行委員長から30周年実績をもと

にした予算案が提示された。この10年での物価高騰等もあ

り、祝賀会費（料理・飲み物）等の各費目について以降、 

記念式典部会で再考していく。 

■来賓並びに招待者検討の件　　30周年のリストをもとに協

議。次回までに40周年案を提示する 

◆委員会報告　米山カウンセラー　山田孝二会長　　    

①例会変更並びに休会のお知らせ　  　　　　　　　　　　　　 

長崎みなとRC　4/9(火)18：30～夜例会の為　料亭　一力  　   　　     

〃　　　　　4/30(火)　定款第７条第１節により休会 

はまだそんなに見せてないので、まだしばらく通 用すると思

います。新人王を山本由伸と争って欲しいと思います。もし

かしたら防 御 率では今 永の方が上 回るような感じさえしま

す。　今日話した二人には、同じチームに日本人選手がいま

す。山本由伸選手には大谷選手。今永昇太選手には鈴木

誠也選手。　これも大きな要因だと思います。本日も宜しくお

願いいたします。

【結婚祝】　富山容治さん  【誕生祝】　久田松春樹さん 

【入会祝】　三宅敏彦さん　江上徹也さん　牧　文春さん 

吉田良尚さん　杠葉輝明さん　山崎雅之さん　須齋正幸さん 

 

 

 

　　　 

 

4/6(土)米山奨学生オリエンテーションに、米山カウンセラーと

して行ってまいりました。地区委員の牧さんも参加されておりま

す。そこで初めて米山奨学生との顔合わせがありました。お名

前は、アハマド　イマン　ハムザ　ビン　アハマド　スフィアン 

さんです。彼は「イマン君」と呼んで下さいとのことでした。 

マレーシア出身で長崎大学環境学部に通われています。生ま

れてから５歳まで日本におられ、２年前に日本に来られたようで

すが、日本語は日本人とほぼ変わりません。Lineも漢字混じり

で意思疎通には全く困りません。ただ宗教上の関係で肉が食

べられず、現在は「ラマダン」の関係で来週からの出席となりま

す。皆様よろしくお願いいたします。 



　ニコニコ箱　　　　　目標　1,200,000円 4/9　　14,000円　　 　  累計 　  740,200円　

　ロータリー財団寄付　目標  １人150ドル/年間 4/9　      9,000円　　     累計　   185,025円

　米山記念奨学寄付　　目標  １人16,000円/年間　 4/9 　     9,000円　        累計　   232,000円

◆会長　山田孝二　幹事　尾本久男　◆創立：昭和 59 年 10 月 2 日 ◆事務局住所：長崎市東古川町 4 - 16 フジビル 202
◆事務局連絡先: Tel:095-828-1091　 Fax:095-824-5520　◆e-mail:nwrc2740@ngs2.cncm.ne.jp
◆例会：【火】12時30分～13時30分　◆例会場:ホテルニュー長崎 　Tel:095-826 -8000　　
◆作成:公共イメージ Pプロジェクト委員会/クラブ会報委員会  ◆委員長:劉　済昌　◆編集:事務局　中田久美子

四つのテストの唱和
言行はこれに照らしてから
ひとつ　真実かどうか

ふたつ　みんなに公平か

みっつ　好意と友情を深めるか

よっつ　みんなのためになるかどうか
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四つのテストは、まず、「言行はこれに照らしてから」と唱和し、
ひとつ、真実かどうか　ひとつ、みんなに公平かではなく、 
ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつと唱和をお願いします。 

◆ハイライトよねやま　288号　　　

長崎に囲碁を広めためた　南京房義圓の墓　　許斐義彦　　　　　　　　　　　　

  マレーシア米山学友会  総会開催

4/16(火)　クラブフォーラム 

4/23(火)　卓話　山本倫子さん 

4/30(火)　休会 

5/  7(火) 卓話 

5/12(日)  親睦ゴルフ大会 

5/14(火)  卓話 

5/21(火)  卓話 

5/21(火)　西会　京華園18時30分～  

5/28(火)　クラブフォーラム 

 
 

ゴルフ同好会コンペ開催

◆ニコニコ箱　

■山田孝二さん　島田さん、許斐先生、吉田先生、柳さん、

先日は奥様を観桜例会に連れてきていただき、ありがとうござ

いました。 

■吉田良尚さん　入会して２６年になりました。今後共どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

■柳龍一郎さん　先週の同伴例会にご参加の皆様、ありがと

うございました。例会後次のお店で「居酒屋」と「愛が生まれた

日」を家内と３０年ぶりにデュエットしました。二人、目を合わ

せることもなく、すごく悲しかったです。 

■久田松春樹さん　誕生日のお祝い、いつもありがとうござい

ます! 4/13で５８才になります。４月から慣れない職場で苦労

していますが、楽しい一年にしたいと思います! 

ネパール 出 身 の 米 山 学 友 、ギミル・ハリ・パラサドさん

(2014-15／四街道ＲＣ）が2月27日に世話クラブの例会に出

席しました。現在は千葉大学法政経学部で講師としてアジ

アの政治や市民社会について教えながら、同大学のグロー

バル関係融合研究センターで特任研究員として勤務中。将

来は「日本とアジア諸国の懸け橋になれるような研究活動を

進めていきたい」と語るハリさん。今回例会に出席した目的

は、義援金を届けるためでした。というのも、母国ネパール

で2015年4月に起きた地震により大きな被害が出た際、四

街道ＲＣが義援金として160,000円の寄付を行い、当時米山

奨 学 生だったハリさんを通じてネパールへ送 金していまし

た。この義援金は現地で仮設住宅の建設などに役立てら

れ、実際に仮設住宅に住んでいた人々はとても喜び、支援

をしてくれた四街道ＲＣの方々に感謝していたそうです。そ

の時から約9年後、今回の能登地震の発生を受け、当時支

援を受けたネパールの方々から「何か力になりたい」との連

絡がハリさんに入りました。そして、ネパールから義 援 金が

届き、ハリさん自身の寄付金を加えた170,000円を例会でク

ラブ会長へ手渡ししました。例会場は温かい拍手に包ま

れ、「受け取った義援金は被災地へ届ける」と、会長から力

強い言葉を貰ったとのことです。 

世話クラブへ届けた義援金
卒業シーズンとなる3月、多くの米山奨学生が奨学期間を終了
し、新たな一歩を踏み出すこととなります。今回は、ベトナム出
身のグエンティハインさん（2022-24／横浜泉ＲＣ）に、米山奨
学生として過ごした 2 年間を振り返っていただきました。 <ハイ
ンさんより> 米山奨学生に合格した時は、とにかく大喜びしまし
た。待ちに待った合格通知を受け取った瞬間は、今でも覚え
ています。それまでの努力や挑戦が報われたことを実感すると
同時に、その恩返しをしっかりと果たさなければならない、とい
う責任も感じていました。初めてクラブの方々と出会った時は、
ただ私を歓迎するだけでなく、将来のためにサポートしたい、と
いう姿勢を強く感じ心を打たれました。例会のたびにいただい
た温かい言葉や応援のメッセージは、異国の地で過ごす私に
とって、大きな励みになりました。世話クラブでの2年間を通じ
て学んだ人間性、社会貢献に対する価値観や、真のリーダー
シッ プは他者のために尽くすことにあるという考え方は、まだ
学生の私にとって、学外での貴重な学びとなりました。多くのア
ドバイスやご指導を受け自分が人として成長できている、という
実感を得ることができました。4月から新たに米山奨学生となる
方々にぜひ 実践してみてほしいことは、クラブ会員の皆さんの
お名前とお仕事をいち早く覚えることです。そうすれば、いろん
なテーマで会話が弾みます。実際に私も名簿をいただき、一
生懸命覚えました。母国について興味を持ってくださるので、
母国に関する知識を深めておくことも大切です。ここでの学び
を生かし、今後は日本で、子どもたちの教育支援など、社会の
課題解決に貢献することが私の目標です。ぜひ応援してくださ
い。お世話になった皆さま、本当にありがとうございました。 

「⼈としての成⻑を実感」奨学期間を振り返る

これからのスケジュール


